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2 これらの問題については、本コーナーに掲載済みの拙著「ナジブ首相の 7億ドル受領疑惑とマレーシアの政治危機」（1）（2）
（3）をご覧いただきたい。 
3 ナジブ首相の個人口座への巨額献金には、スイスの銀行のシンガポール支店からの入金（計 6億 8100万ドル）と 1MDBの子
会社から 2社を経由しての入金（計 4200万リンギ）の二つのルートがあった（前掲の拙著（1）参照）。サウジ王族からの献
金と認定されたのは前者である。アパンディ司法長官は、後者についても違法性はなかったと断定している。 
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た DAPである。続く 2011年の州議会選挙で DAPは、前回の倍の 12議席を獲得する。2013年
の下院選挙でも野党が大きく伸び、州内の 31区のうち 6区で野党候補が勝利した（2008年は 1


























                                                   
6 PASの党員数は 2015年 3月時点で 100万人に達していた（”More youths choosing PAS over Umno, says Hadi,” The 
Malaysian Insider, March 15, 2015）。対してアマナの党員数は、結党時は 3万人で、年内に 10万人に増員するのが目標とさ
れていた（”Multiracial Amanah committed to carry on with Islamic agenda, says Mat Sabu,” The Malaysian Insider, 
September 16, 2015） 
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れをも上回る 72議席を獲得した（表 1）。得票率は、前回より 7ポイント近く高い 62.2％となっ
た。加盟政党別にみると、アデナン率いる PBBに加えてサラワク人民党（PRS）が完勝したほか、




野党側では、PKRが前回と同じ 3議席を確保したが、前回選挙で 12議席を得た DAPは今回 7
候補者数 議席数 占有率 得票率
国民戦線（BN） 55 54 82 72 87.8% 62.2%
　統一ブミプトラ伝統党（PBB)1 35 35 40 40 48.8% 30.9%
　サラワク人民党（PRS） 8 8 11 11 13.4% 6.9%
　サラワク統一人民党（SUPP） 6 2 13 7 8.5% 11.5%
　サラワク進歩民主党（SPDP） 6 0 5 3 3.7% 2.9%
　国民戦線直属（BN-Direct）2 0 0 13 11 13.4% 10.0%
　統一人民党（UPP）3 --- 4 0 0 0.0% 0.0%
　サラワク人民の力（Teras）4 --- 5 0 0 0.0% 0.0%
野党・無所属 16 16 147 10 12.2% 37.8%
　民主行動党（DAP） 12 10 31 7 8.5% 19.1%
　人民公正党（PKR） 3 3 40 3 3.7% 9.9%
　国民信託党（Amanah）5 --- 0 13 0 0.0% 1.1%
　汎マレーシア・イスラーム党（PAS） 0 0 11 0 0.0% 1.7%
　州改革党（STAR） 0 0 11 0 0.0% 0.4%
　新サラワク・ダヤク党（PBDSB）6 --- 0 5 0 0.0% 0.2%
　無所属 1 3 36 0 0.0% 5.4%
合計 71 70 229 82 100.0% 100.0%
























（r=0.8936, n=31, p<0.01）、華人比率が高い選挙区では依然として DAPが 60％前後の票を得て
いる（図 1）。国民戦線が奪還できたのは、ひとつの例外を除けば華人比率が 65％未満の選挙区に























を果たした 2008年の下院選挙では、マレー半島部の 165議席のうち 80議席を獲得したが、サバ
州とサラワク州では 1 議席ずつしか取れなかった。続く 2013 年選挙で野党は、半島部では前回
と同じく 80 議席、サバで 3 議席、サラワクでは 6 議席を得た。野党の党勢拡大が続くサラワク
でいっそうの議席の積み増しを実現できれば、連邦政府の政権交代が現実味を帯びてくる。その
ためにはブミプトラからの支持を伸ばすことが不可欠だったが、今回は明らかな失敗におわった。 
与党側からみると、華人が多い都市部選挙区での成果は乏しかったが、その他はほぼ全域では
盤石な支持を得ていることが確認できたということになる。今回の勝利で党内不和という足下の
不安が緩和されたこともあり、ナジブ首相が早期に解散総選挙に打って出るのではないかとの観
測が出始めた。下院の任期は再来年半ばまでだが、来年中に総選挙が行われるのではないかとの
噂が出回っている。ナジブ首相のもとでの最初の総選挙となった前回選挙は、最大限の先送りの
果てに実施されたものだったが、今回も同様の措置がとられるとは限らない。6月 18日に実施さ
れる二つの補欠選挙の双方で与党が勝利すれば、早期の選挙に向けて弾みがつくことになろう。 
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